
9／14（木）～9／15（金）の行事

報道発表資料の配付日時 ９月６日（水）１４時００分

発 表 項 目 北海学園大学 × 留萌振興局 ～るもい地域と関わるきっかけをつくる

（ 行 事 名 ） 地域活動～ の実施について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

概 要 １ 目的等
札幌圏に住んでいる大学生を対象に、今後、留萌地域に興味や関心を持

ち、関係を維持し続けていく「きっかけ」づくりを行うため、北海学園大
学との連携の下、地域課題解決に向けた交流事業（勉強会等）を実施しま
す。

２ 日時
令和５年９月１４日（木）～９月１５日（金）

３ 場所
留萌市・増毛町・小平町・遠別町・天塩町

４ 内容
別添「事業概要」及び「タイムスケジュール」のとおり

５ 参加人数
１６名（２年生～４年生）

配付資料

参 考 ・事業概要

・タイムスケジュール

報 道 ( 取 材 ) 留萌地域の関係人口創出に向けた取組となっていますので、積極的な

に 当 た っ て 取材・報道をお願いします。
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 留萌振興局地域創生部地域政策課 地域政策課長 田中 麻衣子

（ 連 絡 先 ） 電話 ダイヤルイン ０１６４－４２－８４２０（内線２１５０）

留萌振興局地域創生部地域政策課 地域振興係長 阿部 亮一

電話 ダイヤルイン ０１６４－４２－８４２３（内線２１８７）



 

＜事業概要＞ 

北海学園大学 × 留萌振興局 
～ るもい地域と関わるきっかけをつくる地域活動 ～ 

 
１ 目的 

近年、人口密度が低く自然豊かな環境が新たな価値として再認識される中、人口減少が進行する

留萌地域において、将来にわたって持続可能な地域づくりを図るため、道内の主要都市である札幌

市から比較的近いといった地理的優位性を活かして、関係人口の創出・拡大に取り組むことが重要

である。 

そこで、道内都市圏に住む大学生が、留萌地域と関わるためのきっかけづくりとして、地域課題

解決に向けた交流事業（勉強会等）を大学との連携のもとで実施する。 

 

２ 実施内容 

北海学園大学の学生が、留萌管内で地域課題解決に向けた勉強会（地域活動）や、地域づくり関

連活動に参加する体験学習などを実施。 
 

（１）期間 

９月 14日(木)～15日(金) １泊２日 

(宿泊先：遠別町移住交流支援センター及び遠別町町内会館） 
 

（２）活動地域 

   留萌市、増毛町、小平町、遠別町、天塩町 
 
（３）参加人数 

   １６名（２年生～４年生） 
 

３ 活動内容 

（１）１日目：９月 14日（木） 活動時間（14：00～17：00） 
 
① 遠別町ちょっと暮らし体験プログラム班：12名 

     NPO法人えんおこの活動について学ぶほか、ちょっと暮らし体験プログラム（「漁業見学 

ツアー」、「遠別農業高校へ訪問」等）に参加。 
 

  ② 地域おこし協力隊班：４名 

     天塩高校と筑波大学の高大連携に関する取組や地域おこし協力隊の活動について学ぶ。 
 
（２）２日目：９月 15日（金） 活動時間（10：15～15：45） 

   ゼミ生が４班に分かれ、活動テーマに沿って留萌市近郊で地域活動を実施。 
 
  ① 留萌炭田・鉄道廃止班：５名 

    留萌市民等への取材等を通じて、留萌炭田及び留萌鉄道の撤退が、留萌本線廃線と同じ境遇

や似ている点があるのか、また当時と現在の状況の異なる点等を調査する。 
 

② 人口減少対策班：３名 

    小平町で取組む農泊ビジネスや留萌市の音楽合宿事業をはじめとした各種取組についてお

話しを伺うとともに、関連施設の見学を行い、交流人口の創出等の人口減少対策につながる

様々な取組について学ぶ。 
 

③ 地域おこし協力隊班：４名 

地域おこし協力隊員の活動の場等に伺い、活動内容を聴き、見学や活動を体験する。 
 

➃ 留萌 PR班：４名 

KAZUMOちゃんの着ぐるみを借用して、PR活動（写真撮影・PR動画作成等）を行う。 



北海学園大学　×　留萌振興局　に係るタイムスケジュール
～るもい地域と関わるきっかけをつくる地域活動～

１日目：令和５年９月１４日（木）

備　　考

地域おこし協力隊班
（４名）

９月１４日（木）

遠別町ちょっと暮ら
し体験プログラム班
（１２名）

8:45

北海学

園大学

出発

遠別町

到着

・移住交

流支援

センター

14:00

バス

※途中休憩

振興局車

遠別町

移住交流支援セ

ンター

（勉強会）
・NPO法人えん

おこの取組

＜講師＞
NPO法人えんおこ

原田代表理事

遠別町

（フィールドワーク）

えんべつ産業見学・体験ツアー

＜対応者＞
NPO法人えんおこ

原田代表理事

※移動はバス

天塩町役場

（勉強会）
・天塩高校と筑波大学の高大連携に関する取組

・地域おこし協力隊の取組

＜講師＞
・天塩町企画商工課 菅原係長

・天塩町地域おこし協力隊 野口隊員

・天塩町地域おこし協力隊 三国隊員

14:00 15:00

14:20 16:40

15:00 17:00

20分 20分

振興局車

遠別町

（宿泊場所）

・移住交流

支援セン

ター

・町内会館

17:00

夕食等

18:00～

5時間

15分



北海学園大学　×　留萌振興局　に係るタイムスケジュール
～るもい地域と関わるきっかけをつくる地域活動～

２日目：令和５年９月１５日（金）

備　　考

地域おこし協力隊班
（４名）

留萌PR班
（４名）

９月１５日（金）

人口減少対策班
（３名）

※堀内先生随行

留萌炭田・鉄道廃止
班

（５名）

小平町

夕遊創

（フィールド

ワーク）
・（株）stay obira

の取組等

＜対応者＞

松林 支配人

留萌市

海のふるさと館

（勉強会）
・留萌吹奏楽部後援会による音楽合

宿の取組

＜講師＞

留萌吹奏楽部後援会

田村会長、谷事務局長

11:15 12:50 13:00 14:45

留萌市内各所

（フィールドワーク）
・KAZUMOちゃんと留萌市PR活動

※移動は振興局車

留萌市

寿児童センター

（フィールドワー

ク）
・施設見学

＜対応者＞

市職員

14:55

北海学園大

学帰着

16:00

10分

10:15 10:55

20分

振興局

車

留萌市役所

（勉強会）
・留萌市の人口減少対策に係

る取組

＜講師＞

市職員

12:00

昼休憩

12:00

振興局

車
振興局

車

振興局

車

10分 10分

15:35

15:45

道の駅

るもい

※写真撮影

遠別町

出発

8:30 10:30 10:40

20分

バス

2時間

道の駅

るもい

到着

10:30 10:30

10分

自転車

海のふるさと館

（勉強会）
・留萌築港と鉄道

＜講師＞

福士 学芸員

10:50 11:35

昼休憩

11:35 12:25

自転車 自転車

留萌市内商店街

（フィールドワーク）
・商店街の方へ取材

10分
市立留萌

図書館

（フィールドワー

ク）
・伊端館長へ取材

12:30 14:40 14:50 15:35

自転車

道の駅

るもい

（フィールドワーク）
・地域おこし協力隊の活動体験

＜対応者＞

留萌市地域おこし協力隊 佐伯隊員

※途中昼休憩

14:00

道の駅

るもい

（勉強会）
・地域おこし協

力隊の取組

＜講師＞

留萌市地域

おこし協力隊

佐伯隊員

11:00 11:00

バス バス

20分

15:2014:20

10分

振興局

車

留萌振興局
・観光PRの準備（着ぐ

るみの準備等）

10:40 11:30

昼休憩

11:30 12:25

10分

5分

12:25 15:35

振興局

車

10分

増毛町

三橋（小河）果樹園

（フィールドワーク）
・増毛町地域おこし協力隊の取組、

活動場所の見学

＜対応者＞

増毛町地域おこし協力隊 及川隊員

増毛町地域おこし協力隊 小河隊員

道の駅

るもい

到着
・自転車

借り受け

2時間

バス

18:00

2時間

バス

1時間

45分

バス

2時間

バス


